
過去の総会資料から 
 

○住民検診結果（昭和47年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表紙と愛育委員の心得（昭和60年度） 

岡山市との合併（昭和46年）直後の昭和47年度住民検診の結果です。 

受診率が92.8%と非常に高く、頻繁に他の地域から視察があったそうです。 

昭和 60 年代には、手書きのイラストなどオリジナリティあふれる表紙が多か

ったようです。また、『愛育委員会とは』や『私たちのルール』からは、当時の

委員の意識の高さがうかがえます。 
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献血の推進 
 
足守地区では、他の地域に先駆けて献血への呼びかけを始めました。これは、昭和

３８年頃に心臓手術のために大量の輸血が必要な方がおられて、地域の住民に献血を

呼びかけたのが始まりです。 
それ以来、地域の皆さんに協力を頂きながら献血推進活動を進めています。この活

動が評価され、厚生大臣感謝状、厚生大臣表彰を受賞しました。 
 

 
 
 

▲S53年 厚生大臣感謝状受賞 

▲H4年 厚生大臣表彰受賞 

日本の献血事業のあゆみ 

 

S27年 日本赤十字社血液銀行東

京業務所が開設され、血液

銀行がスタートした。 

S37年 『黄色い血』追放キャンペ

ーンが起き、血液事業改善

への第一歩が始まる。 

S50年 『第１回はたちの献血』ラ

ジオキャンペーン開始。 

S61年 成分献血、400mL 献血が導

入される。 

輸血による感染が問題と

なっているエイズウィル

ス等の検査を開始。 

H11年 一層の安全性向上を目指

し、世界に先んじてＮＡＴ

（核酸増幅検査）をＨＩ

Ｖ、Ｂ型、Ｃ型肝炎ウィル

スに対して開始した。 

H15年 『安全な血液製剤の安定

供給の確保等に関する法

律』施行 

岡山県の重点推進項目 

○10 代、20 代をはじめとした若年

層及び女性層への献血の拡大 

○400mL 献血及び成分献血の安定確

保 

○高校生への献血知識の普及 

○地区組織等との連携による『地域

ぐるみ』『職域ぐるみ』の献血推

進等 
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愛育だより 
 

『愛育だより』は、足守の愛育委員の活動を地域の皆さんにもっと知っていただく

ことをねらいに、平成元年から平成９年まで１６号が発行されました。 

当初はＢ４版の片面印刷のものを年１回発行していましたが、途中から両面印刷で

発行も年２回になり、充実した内容となりました。 

検診や健康情報などのお知らせに加えて、９０歳以上の元気な高齢者の方を紹介す

る『元気で長生き』のコーナーがあり、人気を博していました。 

 

 

 

平成１０年に全市的な愛育活動の情報誌『ａｉ』の発行が始まり、足守地区愛育委

員会が発行していた『愛育だより』は『ａｉ』に引き継がれることになりました。 

この『ａｉ』は年３回発行され、愛育委員の手によって、各戸に配布されています。 

 

- 32 -



愛育だより（創刊号）平成元年８月発行 
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